
第16回がん政策サミット2018 第1部 自県の計画総点検とメンテナンスをしよう !
参加者グループワーク成果物

都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

ここに掲載したロジックモデル形式で表示した分野別がん対策計画案は、第16回がん政策サミットご参加者が、多様な立場の
メンバーが含まれるグループワークによって共に作成したものです。いいとこ取りのモデル的計画を作成することで、自分の県の
計画の改善余地を把握するために行った作業です。本資料を参照・活用される前に、以下の点を必ずご確認ください。

■手順
1. 都道府県の第3次（またはそれに該当する）がん対策推進計画を、ロジックモデルに落とし込んだ資料

(https://cpsum.org/logicmodel_pref)と、それを分野別にまとめた資料（(https://cpsum.org/logicmodel_field)をがん政策サミット
事務局が作成しました。

2. 分野別資料を材料に、患者関係者、行政、医療提供者等が含まれるグループワークで、各県の「いいとこ取り」を行いました。
まず、アウトカムの目標設定に関して作業をしてから、施策の選定について作業を行い、全体を仕上げました。

■注意事項
1. 約70分という限られた時間のワークであったにもかかわらずここまで仕上がりましたが、見直す時間が不十分であったことなど

から、分野によっては未完成の部分があります。また、あくまでも当日のグループメンバーによる案です。本ロジックモデルを利
活用される際には、ご自身で内容を確認してからにしてください。チェック項目としては、下記のようなことが考えられます。また、
参考資料として「改訂・誰にでもできる! 第3 次がん計画策定ガイドブック」
(https://cpsum.org/pdf/summit/14/cplanguide_1705.pdf) 4-5ページがあります。

☐ 最終アウトカムは、患者さんのあるべき姿の「状態」が書かれている
☐ 中間アウトカムは、最終アウトカム達成に必要な患者さん、医療現場、地域等の「状態」が書かれている
☐ 施策欄は、中間アウトカムの達成につながる「活動内容」が書かれている

2. 指標欄は 指標、目標、データーソース が混在していたため、後日事務局の方で、目標部分を【 】で、データソース部分を
（ ）でくくる作業を加えました。

3. 施策欄最下部に書かれている「効果が期待できず実施を再考すべき施策」については、理由を十分に記載できておりません。

ご不明な点がございましたら、がん政策サミット事務局までお問い合わせください。
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第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 がんの一次予防

分野アウトカム

がんに罹る人、死亡す
る人を減らす

指 標

罹患率
死亡率

中間アウトカム

たばこの煙を吸わない
環境になっている

指 標

受動喫煙
の機会を
有する者
の割合
施設の禁
煙化率

中間アウトカム

たばこを吸う人が禁煙し
ている

指 標

喫煙率

中間アウトカム

肝炎ウィルス検査の陽
性者が医療機関で継続
的にフォローされている

指 標

治療完遂
率

着実に実施すべき施策

受動喫煙防止を宣言させることにより、優良施設として認定する

着実に実施すべき施策

やめたい人に対して医療機関が、禁煙サポート、禁煙治療を実
施する

着実に実施すべき施策

医療従事者が喫煙者に対して、健康被害の情報提供、禁煙外
来の受信勧奨、禁煙治療を実施する

着実に実施すべき施策

県、市町村、事業所、医療機関は、肝炎ウィルス検査陽性者の
受診勧奨を行い、確実に治療につなげる

着実に実施すべき施策

ユニークで実施を検討すべき施策

受動喫煙防止条例未対応施設等を個別訪問する（神奈川県）

ユニークで実施を検討すべき施策

未成年者禁煙支援相談窓口の設置、普及を行う（奈良県）

ユニークで実施を検討すべき施策

効果が期待できず実施を再考すべき施策

普及啓発を実施する
（事務局注; これだけでは実効性がないということ）

2本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 がんの早期発見・がん検診

分野アウトカム

早期発見からの必要な
医療を受けられる

指 標

臨床進行
度分類に
おける早
期がんの
割合【増
加】
死亡率
【低下】

中間アウトカム

精度の高いがん検診が
実施されている

指 標

要精検率
陽性反応
的中率
がん発見
率

中間アウトカム

がん検診を受けやすい
体制が整っている

指 標

精検受診
率
がん検診
受診率

中間アウトカム

世代に関係なくひとりひ
とりががんに関心を持て
る環境が整っている

指 標

対策型検
診
職場の検
診率

着実に実施すべき施策

HP、広報誌を活用した普及啓発 性別や年齢も考慮する

着実に実施すべき施策

職域で受診機会のない従業員や家族、事業主等への啓発をす
る

着実に実施すべき施策

検診にかかわる人材育成プログラムを作る

着実に実施すべき施策

着実に実施すべき施策

ユニークで実施を検討すべき施策

がん検診サポーターを通じた受診促進をする（山口県）

ユニークで実施を検討すべき施策

それぞれのライフスタイルに合った受診しやすい環境を整える
（山口県）

ユニークで実施を検討すべき施策

効果が期待できず実施を再考すべき施策

3本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 医療提供体制

分野アウトカム

どこに住んでいても、安
全、安心、適切な医療を
受けられている

指 標

5年相対生
存率
【増加】
納得いく治
療選択が
できた患者
の割合
【増加】

中間アウトカム

標準治療が受けられて
いる

指 標

ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰ
ﾄにかけら
れた割合
【増加】

中間アウトカム

適切な意思決定支援が
受けられている

指 標

ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞ
ｺﾝｾﾝﾄを受
けた患者
の増加
ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆ
ｵﾝをうけた
患者
【増加】

中間アウトカム

切れ目のない治療等を
受けられている

指 標

ｸﾘﾃｨｶﾙﾊﾟ
ｽの運用数
【増加】

着実に実施すべき施策

専門的な医師、看護師等の確保、育成をする

着実に実施すべき施策

多職種によるチーム医療を提供できる体制を整備する

着実に実施すべき施策

多職種によるｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄﾞを実施する

着実に実施すべき施策

医療従事者は、ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄを行い、ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝについて
情報提供する

着実に実施すべき施策

ｸﾘﾃｨｶﾙﾊﾟｽの整備など、地域医療提供体制を強化する

ユニークで実施を検討すべき施策

A.I.を活用した医療の提供を行う（ﾁｰﾑ案）

ユニークで実施を検討すべき施策

ユニークで実施を検討すべき施策

効果が期待できず実施を再考すべき施策

4本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 手術・薬物・放射線・免疫療法の充実

分野アウトカム

がん患者が居住地域に
かかわらず、それぞれ
のがんの特性に応じて、
がん患者が納得した適
切かつ質の高いがん医
療が等しく受けられる

指 標

（患者調
査）
診断から
治療につ
いて納得し
て受けられ
た患者の
割合
治療に満
足している
患者の割
合

中間アウトカム

（がん医療体制の充実）
各病院がｷｬｻｰﾎﾞｰﾄﾞを
行い、ﾁｰﾑ医療の体制
が強化されている

指 標

ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰ
ﾄで症例検
討を行った
医療機関
数
ｷｬｻｰﾎﾞｰ
の開催回
数

中間アウトカム

各院が、がん医療の質
の向上等を目指し、
PDCAｻｲｸﾙを導入し、
適切で質の高い医療が
提供される

指 標

PDCAｻｲｸ
ﾙを導入す
る医療機
関数

中間アウトカム

患者が適切にｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟ
ﾆｵﾝを受け、納得した医
療を受けられる

指 標

ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆ
ｵﾝ件数
【増加】

着実に実施すべき施策

拠点病院やがん診療に携わる地域の医療機関において、多職
種によるチーム医療をさらに充実させる

着実に実施すべき施策

がん相談支援ｾﾝﾀｰなどから、ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝを紹介できる体制
の充実を進める

着実に実施すべき施策

すべての病院は、患者に対しｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄを行うとともに、ｾ
ｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝについて情報提供を行う

着実に実施すべき施策

各病院は、患者に対し、ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｹｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞを行う

着実に実施すべき施策

拠点病院以外の病院が外来化学療法を提供する（継続受診の
方へ）

ユニークで実施を検討すべき施策

医師会、歯科医師会、看護協会において、啓発活動を行う
（大分県）

今後実施を検討すべき施策

遠隔治療、ロボット
都道府県を超えて、生活圏で必要な医療を提供する（ﾁｰﾑ案）

ユニークで実施を検討すべき施策

自治体が遠隔地のがん拠点病院を受診する際の交通費を助成
する（ﾁｰﾑ案）

効果が期待できず実施を再考すべき施策

5本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 チーム医療

分野アウトカム

がん患者およびその家
族が、多職種から構成さ
れるﾁｰﾑによる診断か
ら治療、その後のﾌｫﾛｰ
を含めた全人的なｻﾎﾟｰ
ﾄを行う「ﾄｰﾀﾙｹｱ」の提
供が受けられている

指 標

ﾁｰﾑ医療
によるﾄｰﾀ
ﾙｹｱに満
足している
かどうか
（ｱﾝｹｰﾄに
より聞く）

中間アウトカム

ｷｬｻｰﾎﾞｰﾄが開催され、
患者に応じた医療が提
供されている

指 標

がんと初め
て診断され
た患者のう
ちのｷｬﾝ
ｻｰﾎﾞｰﾄで
治療方針
が決定さ
れた割合

中間アウトカム

がん患者が必要な時に
ｻﾎﾟｰﾄを受けられるﾁｰﾑ
医療体制が整備され、
医療従事者間の連携が
強化されている

指 標

（患者満足
度調査）

中間アウトカム 指 標

着実に実施すべき施策

ｷｬﾝｻｰﾎﾞｰﾄを、がん種等の必要に応じて定期的に開催する

着実に実施すべき施策

個々の患者に必要な治療やｹｱについて、緩和ｹｱﾁｰﾑ、口腔ｹｱ
ﾁｰﾑ、栄誉ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ等の専門ﾁｰﾑと連携する等、患者が必要
とする連携体制を整備する

着実に実施すべき施策

着実に実施すべき施策

着実に実施すべき施策

ユニークで実施を検討すべき施策

医療ﾁｰﾑのﾒﾝﾊﾞｰは、がん患者とその家族もﾁｰﾑの一員と考え
を活動する（静岡県）

ユニークで実施を検討すべき施策

がんﾈｯﾄﾃﾚﾋﾞ会議を活用し、がんの診断・治療に関する最新情
報を収集し、治療に活用する（福島県）

ユニークで実施を検討すべき施策

効果が期待できず実施を再考すべき施策

6本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。
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分野 がんゲノム医療

分野アウトカム

適切なｹﾞﾉﾑ医療が提供
されている

指 標

がんｹﾞﾉﾑ
医療が受
けられた人
数
がんｹﾞﾉﾑ
医療が提
供できる施
設数

中間アウトカム

がんｹﾞﾉﾑ医療が、県内
でどこでも提供できる体
制になっている

指 標

がんと初め
て診断され
た患者のう
ちのｷｬﾝ
ｻｰﾎﾞｰﾄで
治療方針
が決定さ
れた割合

中間アウトカム

がんｹﾞﾉﾑ医療について、
県民に普及啓発できて
いる

指 標

県民のｹﾞﾉ
ﾑ医療の理
解度

中間アウトカム

がんｹﾞﾉﾑ医療を受ける
患者・家族のサポートが
受けられる

指 標

相談窓口
の設置の
有無や数

着実に実施すべき施策

ｹﾞﾉﾑ医療の提供体制を検討する

着実に実施すべき施策

ｹﾞﾉﾑ医療に関する県民の理解を促進する

着実に実施すべき施策

ｹﾞﾉﾑ医療を提供する医療従事者の人材を育成する

着実に実施すべき施策

ｹﾞﾉﾑ情報の取り扱い、ﾙｰﾙ作りをする

着実に実施すべき施策

ｹﾞﾉﾑ情報の質の高いﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを確保する

ユニークで実施を検討すべき施策

がんｹﾞﾉﾑ医療がｽﾑｰｽﾞに提供できるためのｼｽﾃﾑ作りや調整を
担うｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを設置する（静岡県）

ユニークで実施を検討すべき施策

がんｹﾞﾉﾑ医療をがん教育の中でも実施する（ﾁｰﾑ案）

ユニークで実施を検討すべき施策

効果が期待できず実施を再考すべき施策

分野アウトカム

がんｹﾞﾉﾑを調べることで、
個別化医療ができる

指 標

分野アウトカム

その遺伝子変異に対応
する薬の開発が進む

指 標

7本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。
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分野 緩和ケア

分野アウトカム

患者やその家族の痛み
やつらさが緩和され、生
活の質が向上している

指 標中間アウトカム

希望する場所で、すべ
てのがん患者と家族が
緩和ｹｱを受けられる

指 標

中間アウトカム

迅速かつ適切な緩和ｹｱ
が受けられる

指 標

中間アウトカム

患者や家族が痛みやつ
らさを訴えることができ
る環境が整備されてい
る

指 標

着実に実施すべき施策

患者の苦痛を定期的に確認する

着実に実施すべき施策

緩和ｹｱﾁｰﾑとの連携方法を明示する

着実に実施すべき施策

ACP（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞｹｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）を普及する

着実に実施すべき施策

緩和ｹｱﾏｯﾌﾟをわかりやすく患者に提供する

ユニークで実施を検討すべき施策

患者の苦痛穂毎日ﾓﾆﾀﾘﾝﾞｸﾞする（沖縄県）

ユニークで実施を検討すべき施策

小児・AYA世代の緩和ｹｱを実施する（東京都）

ユニークで実施を検討すべき施策

患者も参加することによる、患者目線の緩和ｹｱ研修を実施する
府（福井県）

効果が期待できず実施を再考すべき施策

医師に対する緩和ｹｱ研修を実施する
（事務局注: 医師だけでは不十分）

ユニークで実施を検討すべき施策

患者の疼痛管理、満足度を診療報酬に反映させる（ｸﾞﾙｰﾌﾟ案）

8本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 相談支援および情報提供

分野アウトカム

がん患者とその家族が、
がんにより生じた療養生
活の心配や悩みなどが
軽減されている

指 標

納得のいく
治療選択
ができた患
者の割合
自分らしい
生活を送
れていると
回答した患
者の割合

中間アウトカム

がん患者やその家族等
が質の高い相談支援が
受けられる体制ができ
ている

指 標

相談できる
場があった
と回答した
患者の割
合
がん相談
支援ｾﾝﾀｰ
利用者満
足度

中間アウトカム

患者やその家族がﾋﾟｱｻ
ﾎﾟｰﾄをうけることができ
ている

指 標

ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ
利用者の
満足度

中間アウトカム 指 標

着実に実施すべき施策

がん相談支援ｾﾝﾀｰの利用促進と、相談支援の質を向上させる

着実に実施すべき施策

ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じた相談支援体制を整備する

着実に実施すべき施策

ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄを活性化する

着実に実施すべき施策

患者に必要ながんに関する情報を、見える化する

ユニークで実施を検討すべき施策

がん患者の生殖機能の温存に向けては、的確な時期に治療を
選択できるよう、患者向け療養情報冊子やHPなどを通じた情報
提供に努めるとともに、がん診療拠点病院のがん治療医と生殖
医療専門医との連携体制の構築を図っていく（大阪府）

ユニークで実施を検討すべき施策

がん診療拠点病院において、ｱﾋﾟｱﾗﾝｽｹｱに関する個別相談会
や講習会の開催など、患者の視点に立ったきめ細やかな取組
が進むよう、がん診療連携協議会と連携し、がん患者のｱﾋﾟｱﾗﾝ
ｽｹｱの充実に努める（大阪府）

ユニークで実施を検討すべき施策

県は、がん患者が必要とする正しい情報について、SNSを生か
して双方向の情報発信が可能である特性を生かして、患者家族
からの反応に対して、必要な対応を行う（島根県）

効果が期待できず実施を再考すべき施策

重粒子ｾﾝﾀｰにおけるがん治療を支援できるよう、金融機関と連
携し、治療開始時に公的医療保険の対象とならない重粒子線
がん治療費の負担を軽減するため、利子補給制度の構築を図
る（大阪府）

9本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 希少がん・難治性がん対策

分野アウトカム

希少がんおよび難治性
がん患者が適切な医療
を受けられている

指 標

5年相対生
存率
【希少がん: 
口腔がん
咽頭がん
増加】
【難治性が
ん: すい臓
がん 増加
、その他難
治性がん
も増加】
※無増長
生存率【向
上】

中間アウトカム

国内や県内の医療連携
により、適切な治療が受
けられる

指 標

拠点病院
等のうち、
がん診療
に関する
情報集約・
提供を行っ
ている医療
機関数

中間アウトカム

患者やその家族に対し
て、相談支援や情報提
供を適切に行うことがで
きる

指 標

適切な相
談支援を
行うことが
できる医療
機関への
紹介も含
め、相談支
援を行って
いる医療
機関数

中間アウトカム

適切な医療を受ける体
制が整っている

指 標

着実に実施すべき施策

拠点病院を中心に、ｹﾞﾉﾑ医療を推進し、手術・放射線・薬物療
法、化学的根拠に基いた免疫療法、および緩和ｹｱを充実する

着実に実施すべき施策

正確かつ迅速に病理診断され、治療開始できる体制の整備を
図る（病理ｺﾝｻﾙﾃｰｼﾖﾝの活用を含む）

着実に実施すべき施策

拠点病院当期、国が整備する希少がんに関する情報を集約発
信する体制や、全国の相談支援ｾﾝﾀｰとの連携体制等を活用し、
患者家族に対し、適切な情報提供を行う

着実に実施すべき施策

全国がん登録を活用した患者数ならびに治療状況等の実態を
把握する

ユニークで実施を検討すべき施策

「施設別がん登録件数検索ｼｽﾃﾑ」を活用し、がん種別に一定の
診療ケインのある施設の情報提供に努める（秋田県）

ユニークで実施を検討すべき施策

県内3大学が拠点病院等と連携して、がん診療について教育を
行う「新ﾆｰｽﾞに対応する九州がんﾌﾟﾛ養成ﾌﾟﾗﾝ」の活用等により、
診療に係る医療従事者の育成を行う（福岡県）

効果が期待できず実施を再考すべき施策

分野アウトカム

希少がんおよび難治性
がん患者の生存率が向
上している

分野アウトカム

希少がんおよび難治性
がん患者がQOLを保ち
ながら安心して生活が
送れている

指 標

10本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。

ユニークで実施を検討すべき施策



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 地域別対策

分野アウトカム

住んでいる地域に関わ
らず、患者本位のがん
医療を受けられている

指 標中間アウトカム

地域がん診療病院にお
いて標準治療が実施さ
れている

指 標

中間アウトカム

正しい情報を基に、患者
が自ら選択した医療機
関を受診できている

指 標

中間アウトカム

患者が住んでいる地域
によって経済的負担格
差なく医療機関を受診
できる

指 標

着実に実施すべき施策

対策型がん検診ができる医師の確保が困難な状況だが、検診
を受けられる体制づくりを圏域で行う。対策型がん検診ができる
医師の確保（島根県）

着実に実施すべき施策

地域拠点病院は離島中核病院と連携し、離島地域におけるが
ん診療の向上を推進する（沖縄県）

着実に実施すべき施策

離島中核病院は、離島地域のがん診療向上のため、地域拠点
病院の支援を受けつつ、緩和ｹｱ、薬物療法、相談支援、地域医
療等の知識の普及を図るため、地域医療機関も含めた研修会
等を開催する（沖縄県）

着実に実施すべき施策

離島中核病院は、地域がん診療病院の指定を視野に診療体制
を充実する（沖縄県）

ユニークで実施を検討すべき施策

拠点病院は、災害時に確認すべき事項を記載できる「がん相談
支援ｾﾝﾀｰ紹介ｶｰﾄﾞ」を活用し、災害時の情報窓口のがん相談
支援ｾﾝﾀｰの周知を図り、常にｶｰﾄﾞを携帯するよう、患者や家族
に周知する（熊本県）

ユニークで実施を検討すべき施策

離島及びへき地のがん患者が、必要な医療を受けるため、居住
地以外の医療機関を受診する際の渡航費及び宿泊費を支援す
る（沖縄県）

効果が期待できず実施を再考すべき施策

11本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 がんの部位別対策

分野アウトカム

地域特有のがんの生
存率が上がっている

指 標中間アウトカム

地域特有である、特に
死亡率が高い、罹患数
が多いがんの生存率向
上が図られている

指 標

受動喫煙
の機会を
有する者
の割合
施設の禁
煙化率

中間アウトカム 指 標

中間アウトカム 指 標

着実に実施すべき施策

肝がん、大腸がん、肺がん、女性特有のがん、
ATL（成人T細胞白血病） の対策

着実に実施すべき施策

膵臓がん: 尾道方式（危険因子が2つ以上あるかｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞす
る→専門医につなぐ）

ユニークで実施を検討すべき施策

石綿ばく露の可能性のある県民に対して、肺がん検診の継続的
な受診とｱｽﾍﾞｽﾄ検診の積極的な受診を勧奨し（中略）検査に要
する経費を助成、「健康管理手帳」を交付する「石綿健康管理支
援事業」により、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟを支援する（兵庫県）

ユニークで実施を検討すべき施策

造血幹細胞移植については、医療機関・患者の情報提供等を
図り、移植医療に必要な情報発信に努める（兵庫県）

ユニークで実施を検討すべき施策

若年層と中高年層が互いに啓発し合えるよう、検討する（愛知
県）

効果が期待できず実施を再考すべき施策

ユニークで実施を検討すべき施策

治療効果の飛躍的な向上が認められたｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝﾌﾘｰ治療等、
新たに開発される治療薬に迅速に対応した抗ｳｨﾙｽ治療の費用
を治療対象者に助成する（兵庫県）

12本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。

着実に実施すべき施策



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 地域連携

分野アウトカム

適切な医療連携基づく
医療を受けられている

指 標中間アウトカム

拠点病院と地域病院と
の定期的なｶﾝﾌｧﾚﾝｽが
開催されている

指 標

中間アウトカム

地域の緩和ｹｱに対応で
きる薬局が整備されて
いる

指 標

中間アウトカム

40～64歳の末期がん患
者に対する介護保険制
度の利用が促進されて
いる

指 標

着実に実施すべき施策

拠点病院は地域病院との定期的なｶﾝﾌｧﾚﾝｽを開催する

着実に実施すべき施策

県は、薬剤師会と連携し、緩和ｹｱに対応できる薬剤師の育成の
ための研修会を開催する

着実に実施すべき施策

二次医療圏で完結する医療を提供する

着実に実施すべき施策

着実に実施すべき施策

ユニークで実施を検討すべき施策

ユニークで実施を検討すべき施策

ユニークで実施を検討すべき施策

効果が期待できず実施を再考すべき施策

13本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 在宅緩和ｹｱ

分野アウトカム

患者および家族がどこ
でも全人的なｹｱを受け
られる

指 標

患者家族
の満足度

中間アウトカム

医療・介護ｻｰﾋﾞｽ全体が
均てん化されている

指 標

在宅医の
緩和ｹｱ研
修会受講
率

中間アウトカム

相談情報ｻｰﾋﾞｽが整備
されている

指 標

県民の認
知率調査

中間アウトカム

医療介護提供者内で、
患者情報の共有がされ
ている

指 標

ICTの普及
率ｱｯﾌﾟ

着実に実施すべき施策

相談支援ﾞｾﾝﾀｰを広報する

着実に実施すべき施策

ｻﾎﾟｰﾄﾌﾞｯｸなどを有効活用する

着実に実施すべき施策

情報共有ﾂｰﾙの開発と活用をする

着実に実施すべき施策

医療介護ｽﾀｯﾌの人材育成をする

着実に実施すべき施策

多職種退院時ｶﾝﾌｧﾚﾝｽを充実させる

ユニークで実施を検討すべき施策

在宅緩和ｹｱﾏｯﾌﾟを作成し活用する（秋田県、熊本県）

ユニークで実施を検討すべき施策

地域で活動する団体を活用して、がんの普及啓発活動をする
（群馬県）

ユニークで実施を検討すべき施策

効果が期待できず実施を再考すべき施策

地域連携ﾊﾟｽを運用する 14本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたがん対策

分野アウトカム

患者さんがﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに
おいて、切れ目のない
相談支援体制が整備さ
れている

指 標
中間アウトカム

高齢期における患者さ
んの、意思決定支援体
制が整備されている

指 標

中間アウトカム

AYA世代の患者さんに
対する、出産、妊孕性、
教育、就労に関する体
制が整備されている

指 標

中間アウトカム

小児期の患者さんに対
する、教育、晩期合併症、
その他長期ﾌｫﾛｰに関す
る体制が整備されてい
る

指 標

着実に実施すべき施策

小児・AYA・高齢のがん患者やがん経験者およびその家族が地
域の中で安心して暮らせるよう、拠点病院等のがん相談支援ｾﾝ
ﾀｰの相談支援体制を強化する

着実に実施すべき施策

【高齢者】国がｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを作成した際に、県は地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ
の構築を推進する中で、介護関係者ががんに対する正しい知
識を得る機会を確保し、意思決定を支える

着実に実施すべき施策

【AYA】高校生のがん患者に関して状況を把握し、療養中におい
て適切な教育を受けることができる環境の整備や、復学、就労
支援等の充実を図る

着実に実施すべき施策

【小児】小児がん患者の長期ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟについて、晩期合併症へ
の対応、保育、教育、就労、自立、心理的課題に関する支援を
する

ユニークで実施を検討すべき施策

【高齢者】拠点のがん相談支援ｾﾝﾀｰは、高齢のがん患者を抱
える相続・遺言・成年後見人当の選任に関する問題に対し、関
係機関との連携による相談支援に取り組む（秋田県）

ユニークで実施を検討すべき施策

【AYA】仕事と治療の両立支援を行う事業所に認定登録し、優良
例をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに取り上げる（島根県）

ユニークで実施を検討すべき施策

【AYA】「ｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪいわて」など、拠点として職業意識を啓発する
（岩手県）

効果が期待できず実施を再考すべき施策

【高齢者】高齢の患者さんの診療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝが普及し、ﾈｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ
のある情報提供をする（6年ではできない）

ユニークで実施を検討すべき施策

【小児】県立病院が遠方から入院している子どもの家族へのつ
きそい支援を行う（島根県）

15本ロジックモデルを参照・活用される際には、
必ず本資料1ﾍﾟｰｼﾞに記載の説明事項をご確認下さい。



第16回がん政策サミット2018 都道府県がん対策推進計画「いいとこ取り」分野別ロジックモデル

分野 がん登録

分野アウトカム

患者が安心して質の高
い医療を受けられる

指 標中間アウトカム

がん登録の精度が向上
している

指 標

中間アウトカム

各地域実情に応じた施
策が実施されている

指 標

中間アウトカム

患者やその家族等に対
する適切な情報提供が
行われている

指 標

着実に実施すべき施策

がん登録担当者の研修会の実施

着実に実施すべき施策

データ（情報）の分析

ユニークで実施を検討すべき施策

OPCﾃﾞｰﾀやﾚｾﾌﾟﾄ情報のﾃﾞｰﾀとの連携（大阪府）

ユニークで実施を検討すべき施策

患者や家族が必要なﾃﾞｰﾀの提供→患者目線に立った情報提供
（大阪府）

ユニークで実施を検討すべき施策

大学等の研究機関での研究・分析（専門的な） （青森県）

効果が期待できず実施を再考すべき施策

着実に実施すべき施策

普及啓発

着実に実施すべき施策

県民への開示・広報

着実に実施すべき施策

難治性がん、小児・AYA世代のがん情報
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分野 がん患者等の就労を含めた社会的な問題

分野アウトカム

がんになっても自分らし
く生き、働き、安心して
暮らしている

指 標

患者調査
の満足度
【増加】

中間アウトカム

仕事と治療の両立につ
いての必要な情報提供
が受けられている

指 標

患者調査

中間アウトカム 指 標

中間アウトカム
指 標

着実に実施すべき施策

県は、主治医、会社、産業医および両立支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる
患者へのﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙ方ｻﾎﾟｰﾄ体制の構築を推進する

着実に実施すべき施策

県は、患者が働きながら治療を受けられる治療提供体制の整
備を推進する

ユニークで実施を検討すべき施策

県は、復職させ、就労継続支援を行う中小企業に助成金を交付
する

ユニークで実施を検討すべき施策

患者が働きながら治療を受けられるように、医療機関が治療ｽｹ
ｼﾞｭｰﾙ等に関して配慮に努めるよう普及啓発を行う（鹿児島県）

ユニークで実施を検討すべき施策

効果が期待できず実施を再考すべき施策

着実に実施すべき施策

県は、企業が相談する窓口を整備する

着実に実施すべき施策

県等は、職場でのがんの正しい地域の普及、事業者・患者・そ
の家族・経験者に対する理解を促進する

着実に実施すべき施策

県は、患者調査を行い、実態を把握する
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分野 がん教育・普及啓発

分野アウトカム

小学校、中学校、高等
学校それぞれの発達段
階に応じて「がんについ
てり正しい知識」と「健康
や命の大切さ」について、
理解を深め、自ら実施で
きる

指 標

・将来たば
こは吸わな
いでいよう
と思う
・がん検診
を受けられ
る年齢に
なったら受
けようと思
う

中間アウトカム

各段階において、がん
教育教材を使用したが
ん教育が実施できてい
る

指 標

学校にお
けるがん
教育の実
施率

中間アウトカム

県民誰もが、がんは個
人の問題ではなく社会
的な問題であるという認
識を共有している

指 標

県民の認
識率を測
る

中間アウトカム

学校において「がんに関
する啓発」ができている

指 標

啓発用ﾘｰﾌ
ﾚｯﾄを使っ
た実施率

着実に実施すべき施策

教員へのがん教育の研究会を実施する

着実に実施すべき施策

各段階において、がん教育のﾘｰﾌﾚﾂﾄを作成する

ユニークで実施を検討すべき施策

がん検診の受診勧奨等、がんに関する知識の普及啓発に積極
的な企業を認証・表彰する（京都府）

ユニークで実施を検討すべき施策

公立図書館を活用したがんに関する普及啓発をする（岐阜県）

ユニークで実施を検討すべき施策

「がんを考える日」を国（県）として制定する（ｸﾞﾙｰﾌﾟ案）

効果が期待できず実施を再考すべき施策

ﾋﾟﾛﾘ菌の保有者には、定期的な胃がん検診の受診が推奨され
ていることについて啓発を行う

着実に実施すべき施策

外部講師を活用したがん教育をする

着実に実施すべき施策

がん医療の情報提供をする

着実に実施すべき施策

がんに関する公開講座を実施する
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